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時

論

戸
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割
た
論
マ

第
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五
巻
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二
競

九
八
)

二
四
八

戸
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割
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論

ず

小
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郷

太

郎
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第

一

結

晶
口

題
し
て
戸
敷
割
論

ビ
い
ふ
、
主
ε
し
て
新

に
出
來
上
が
っ
た
府
縣
税
戸
藪
割
規
則
ご
其
施
行
細
則
ε
を
論
ぜ
ん

「

ε
す
る
の
で
め
る
。

戸
敷
割
は
現
に
我
国
に
於
て
地
方
税

の
中

一6
を
な
し
て
み
る
。
大
正
十
年
度
の
豫
算
.に
就
て
之
を
見

る
も
、
其

額

二
億
飴
圓
に
達
し
、
國
視
所
得
税
ご
拮
抗
し
て
み
る
。
そ
れ
丈
け
で
も
戸
撒
割
が
人
民
負
据
の
上
に
重
大
な

る

關
係
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
知
る
に
足
る
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
人
民

に
重

い
負
措
を
課
す
る
視
で
あ
り

乍
ら
、
従
来
其
租
税
の
圭
騰
た
り
、
客
艦
た
む
も
の
が
何
で
あ
る
べ
き
か
、
其
課
税
標
準
た
る
も

の
が
何
で
あ
.る

べ
き
か
、
其
租
税
は
幾
何
の
程
度
迄
課
す

べ
き
か
等
に
關
し
、
法
の
明
確
な
る
規
定
が
難
か
っ
舵
の
で
あ
る
。
唯

此
挽
の
根
振
法
ε
し
て
見
る
べ
き
は
、
明
治
十

一
年
七
月
太
政
官
布
告
第
十
九
號
に
依

っ
て
創

め
て
定
め
ら
れ
、

明
治
十
三
年
五
月
太
政
官
布
告
第
十
六
號
に
依
て
改

め
ら
れ
だ
る
地
方
税
規
則
の
み
で
あ
る
。
然

る
に
此
地
方
税

規
則
を
見

る
に
、
戸
藪
割
は
輩
に
瞥
業
視
及
雑
種
税
ε
相
並
ん
で
地
方
税
の

一
日
`
し
て
徴
牧
す

べ
き
も
の
で
み

■



る
こ
ご
を
規
定
す
る
に
止
ま

っ
て
み
る
。
そ
こ
で
其
租
税
圭
艦
、
租
税
客
盟
、
課
税
標
準
等
は
府
縣
市
町
村
で
銘

々
勝
手
に
定
め
る
こ
ε
・
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
是
れ
戸
敷
割
が
我
国
に
於
て
最
も
古

い
挽
で
あ
り
乍
ら
、

研師
雑
を
極
め
る
の
み
で
、
何
等
視
法
上
の
進
歩
を
見
な
か
っ
た
所
以
で
あ
.る
。

ま

ノ

.

大
正
+
年
+
月
+

百

に
至

っ
て
初
め
て
府
縣
税
戸
敷
割
規
則
(勅
令
第
四
百
二
†
二
號
)
が
綾
布
せ
ら
れ
、
越
え
て

本
年
二
月
二
十

一
日
府
縣
税
戸
数
割
規
則
施
行
細
則
(内
務
省
令
第
二
號
)
が
獲
布
せ
ら
れ
、
弦
に
初

め
て
戸
敷
割
の
統

一
的
法
規
が
出
来

上
っ
た
の

で
あ
る
。

戸
敷
割
立
法
史
上
よ
り

い

へ
ば
、
革
命
的
鐘
{化
で
あ
る
ε
い
っ
て
差
支

　

む

む

　

　

　

な

い
。
此
府
縣
視
戸
数
割
規
則
及
府
縣
税
戸
撒
制
規
則
施
行
細
則
を
假
に
戸
激
割
新
規
則
ビ
名
け
て
置
く
。

北
新
規
則
は
大
正
十

一
年
度
即
ち
本
年
四
月

よ
b
施
行
せ
ら
れ
る
こ
ε
㌧
な

っ
て
み
る
が
、
愈
々
施
行

せ
ら
れ

る
ε
な
っ
て
見
れ
ば
、
新
規
則
の
命
ず
お
儘
に
急
に
取
b
運
ぶ
こ
ε
の
出
求
職
も
の
も
あ
る
の
で
、
市
町
村
の
局

に
當

る
者

が
先
づ
乏

に
劃
し
て
苦
情
を
述

べ
、
或
は
此
規
則
を
塵
止

せ
ん
ε
主
張
し
、
或
は
此
規
則
の
實
施
を
延

期

せ
ん
ε
論
ず
る
も
の
も
出
て
蹴
セ
が
。
本
年
五
月
中
旬
激
育
費
国
庫
負
撚
期
成
同
盟
曾
の
爲
に
東
京
に
集
ま

っ

て
み
た
全
国
町
村
長
會
(三
十
五
府
縣
各

一
名
の
代
表
者

)は
、
此
規
則
の
改
正
を
當
局

に
要
望
す

る
こ
`
を
議
決

し
、
政
友
會
も
亦
之
に
呼
癒

し
て
動
き
出

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
も
亦
新
規
則
に
劃
.し
緩
和
策
を
垢

へ
、

案
を
具
し
て
偶

々
召
集

せ
ら
れ
て
る
た
地
方
官
會
議
に
諮
問
し
、
其
賛
成
を
得
て
(五
月
二
茜

旦

、
終

最

新
規
則

を
改

正
す
る
こ
ε
、
な

っ
た
、
即
ち
大
正
十

一
年
五
月
二
十
七
日
勅
令
第
二
百
八
十
二
號
府
縣
戸
数
割
に
關
す

る

時

論

戸
搬
割
な
撃

第
+
去
春

(第
二
號

　
究

)

二
四
九

■



時

論

姦

麺

撃
.

筆

五
巻

(第
二
號

δ

9

二
五
。

件
、
井
に
同
年
同
月
同
日
内
務
省
令
第

一
二
號
府
縣
視
戸
数
割
規
則
施
行
細
則
改
正
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。

新
規
則
を
獲
推
し
て
後
、
其
實
施
期

に
入
乃
や
倉
皇

ε
し
て
改
正
を
企
て
た
る
こ
ε
に
就

て
は
内
世
間
或
は
、

政
府
の
失
磯
な
b

ε
し
て
之
を
攻
め
て
み
る
も
の
が
あ
る
。
果
し
て
さ
う
で
あ
る
か
。

新
規
則
の
改
正
は
僅

か
の
黙
に
止
ま
っ
て
み
る
、
新
規
則
の
立
て
た
主
義
原
則
は
亡
び
た

の
で
は
無

い
。
然
ら

ば
此
新
規
別
な

る
も
の
は
、
果
し
て
當
を
得
て
み
る
も
の
で
あ
る
か
。

・
余
は
本
論
に
於
て
此
等
の
黙
に
就
て
研
究

し
て
見
た

い
ε
思
ふ
。
余
は
鍵
に
昨
年
十

一
月
の
本
誌
に
於
て
地
方

税
の
整
理
を
論
じ
て
終
に
戸
数
割
の
整
理

に
論
及
し
た
が
、
丁
度
其
原
稿

を
印
刷
に
付
し
た
ご
き
に
府
縣
税
戸
敷

割
規
則
が
獲
布
せ
ら
れ
た
の
で
、
之
を
引
用
し
て
十
分
に
論
ず
る
こ
ざ
が
出
家
な
か
.つ
た
。
.本
論
は
、
そ
の
綾
篇

ε
見

る
べ
き
で
あ
る
。第

二

戸
数
割
新
規
則
の
概
要

.

議
論
を
進

め
る
前

に
戸
数
割
新

規
.則

の
梗
概

を
述

べ
る
必

要
が

あ

る
。

戸

数
割
新

規

則
の
内

容

ε
し
て
主
要

な

る
黙

を
繋
ぐ

れ
ば
左

の
六

に
露

す

る
。

ラ
ほ
の
　
　

-
租

税
圭
髄

に
關
す

る
規

定

(

`

戸
撒

割
は

一
戸
を
構

ふ
る
者

に
之

を
賦
課
す

る
も

の
ピ
し
、
更

に

一
戸

を
構

へ
な

い
者
で
も

、
濁

立

の
生

計
を
螢

9



む
者

に
は
之
を
課
す

る
こ
ざ
が
出

京

の
で
め

る
(規
則
塑

像
)。
此
規

定
に
依

っ
て
戸
敷

割
は
戸

に
の
み
課
す

る
も

の

で
あ

る
か
否

か

ε
い
ふ
從
來

の
疑
義

を

一
掃

し
た

の
で

あ
る
。

ラ

　
　
　
う

2
租
税
客
膿

に
關

す

る
規

定

(

戸

敬
割
は
租

税
圭

艦

の
資

力

に
謝

し
て
之
を

賦
課
す

る
の
で

あ
る

(規
則
第
二
琶

。

一
戸

を
構

へ
る
者

に
就

て

い
ふ

も

、
家
屋

に
課
す

る
の
で
な

い
。
從

て
戸
藪
割

が
家
屋

税

で
無

い
こ
ご
を
明

に
し
た

の
で
あ

る
。

ラ

　
り
　
　

　

3
配
賦

の
標
準

に
閲
す

る
規

定

(

府

縣
視
戸
敷
割

は
、
府

縣
が
直
接

に
賦
課
す

る

の
で
無
く

、

之
を

市
町
村

に
配

賦
す

る
の
で
あ

る
。
故

に
府
縣
戸

敷

割

の
本
質

は

一
.種

の
配
賦
税

で
あ

る
ε

い
っ
て
可

い
、

そ
.こ
で
配
賦

の
.標
準

を
定

め
ね
ば
な
ら

諏
。
新
規

則
は

此

黙

に
關
し
、
左

の
如

く
定

め
て
み
る
。

戸
籔
割
穂
額
ハ
豫
算
ノ
鳳
ス
ル
年
度
ノ
前
々
年
度
二
於
テ
市
町
村
住
民
(法
人
チ
除
〃
)
ノ
賦
課
チ
受
ケ
タ
ル
直
接
画
論脚及
直
接
府
縣
税
ノ
税
額
井
前

年
度
始
二
於
ケ
ル
戸
数
割
納
税
義
務
者
ノ
鍛
テ
標
準
ト
シ
市
町
村
二
之
ナ
配
賞
ス
(規
則
第
四
條
)

悲
二
直
接
圃
税
ト
イ
フ
ハ
地
租
、
第
三
種
所
得
税
、
螢
業
税
、
鑛
業
税
、
砂
鑛
踵
税
、
及
費
藥
螢
業
税
チ
指
シ
、
直
接
府
縣
暁
ト
イ
フ
ミ

石
ノ
直

接
国
税
二
劉
ス
ル
附
加
税
・
螢
業
種
皮
難
種
税
(遊
興
税
観
覧
.税
チ
除
〃
)
チ
指
入
(施
行
細
則
第

一
條
)

此

規
定

に
依

っ
て
之

を
観

れ
ば
、
其
配

賦
の
標

準
は

二

つ
め

る
、
其

】
は
直
接

視
た
.る
國
枕

ε
府

縣
視

の
額

で
あ

り

、
其

二
は
納

税
義

務
者

の
敷
で
あ

る
。
而

し
て
此

二
の
標
準

の
割
合

は
各
府

縣
の
勝

手

に
定

め
る

に
任

し
て
あ
.

る
が
只
納

税
義
務
者
.の
数

を
標
準

ぜ
す

る
配
賦

額
は
戸
数

割
総
額

の
十

分
五
を
超

ゆ

る
こ
蓬
を
得
す

ご
し

て
あ

る

時

論

戸
厳
割
、々
.論
ず

第
十
五
巻

(第
二
號

一
〇

一
)

二
五
「



時

論

戸
敷
馴
々
齢
す

.

第
十
五
春

(第
二
號

】
〇
二
)

二
五
二

〔規
則
第
四
條

「項
但
書
)。
.

、
.
.

,

以
上

は

一
般

の
規
定

で
あ

る
が
、
特

別

の
事
情

あ

る
ε

き
は
、
府

縣
知

事
は
府

縣
會

の
議

決
を
脛

、
内
務

大
臣
及

大
蔵

大
臣
の
許
可
を
得

て
別

に
配
賦

の
標
準
を

定

め
る

こ
ε
が
出

來

る
(規
則
第
四
條
第
二
項
)
。

エ

コ
の
　
　

4
課
税
標
準

に
關
す

る
規
定

、～

唱

府

漁
戸
撒
割

が
市
町

村

に
配

賦
せ
ら
れ

る
ε
き
は
、
市

町
村
は
市
町
村
内

に
住
す

る
納
税
義

務
者

に
劃

し
其
資

力

に
懸

じ
て
賦
課
す

る
こ
ざ
に
な

る
。
布
町
村

が
府

縣
戸

撒
割

に
劃

し

て

附

加
税

を
課
す

る

場
合

も

亦

同
様

で
あ

る
。
所

で
資
力

に
慮
じ

て
賦
課
す

る
ε

い
ふ
も

、
其
資

力
は

何
に
依

っ
て
測
定
す

る
か
を
定

め
な

い
`
、
荘
漠

ε

し
て
捕
捉
す

る
所

が
無

い
。

従
来
は
所
謂
見
立

割
を
な

す
も

の
が
多

敷
で
あ

っ
て
其
弊

が
甚

し
か

っ
た
。
新
規

則

は
此

黙

に
聞

し
左

の
如

く
定

め
て

み
る
。

.

納
税
義
務
者
ノ
資
力

ハ
其
所
得
額
及
住
家
圷
鍛
二
依
グ
テ
之
チ
算
定
ス
、
但
シ
所
得
額
及
住
家
坪
数
イ
・三

依
ル
チ
適
當
ナ
ラ
ズ
ト
認
允

場
合
二

於
テ
ハ
納
税
義
務
者
ノ
資
産
ノ
状
況
チ
斟
酌
シ
テ
之
チ
算
定
ス
ル
ユ
ト
チ
得
(規
則
第
三
條
)。

是

に
依

っ
て
之
を
一観
れ
ば
、
戸
数

割
賦
課

の
謀
…税

標
準

は
租
税
ま
艦

の
勝

得

ε
住

家
圷
藪

ε
資
産

の
状

況
.の
三

に

存
す

る

の

で

あ

る
、
而

し

て
此
三
者

の
割
合

に
就

て

は
、
住
家
坪
敷

0
標
準

は
十

分
の

一
を
、
資

産
状

況
の
標

準

は
十

分

の
二
を
超

ゆ

る
こ
ご
が
出
來

漁

こ
ε
に
な

っ
て
み
た
(新
規
則
第
五
條
)。
所
…が
之

に
謝

し

て
反

射
論

が
起

つ

た

矯
め
、
大
正
十

】
年

五
月
勅
令
第

二
百
八
十

二
號

に
依
り

、
除
外

例
を
認

め
、
資
産

の
状

況
を
標
準

ε
す

る
割

■



!

合
は
、
特
別
の
事
情
あ
る
府
縣
に
於
て
は
當
分
の
内
之
を
総
額
の
十
分
の
四
以
内

ε
寫

す
こ

ご
が

揖
凍
る
ご
し

た
。
是
に
於
て
戸
敷
割
の
課
税
標
準
は
事
實
上
、
所
得
五
割
、
住
家
坪
数

一
割
、
.資
産
の
状
況
四
割
ε
な
る
で
あ

ら
う
Q

む

　

む

ロ

ロ
　

む

む

む

む

む

む

む

　

ラ

ワ

む

　

む

む

　

裸
視
標
準
を
所
得
、
住
家
坪
数
、
資
産
状
況
の
コ
.ε
し
、
借
如
何
に
し
て
是
等
の
裸
視
標
準
た
る
べ
き
も
の
、
額

む

　

　

　

　

　

を

計
算

す

る
か
ε

い
ふ
問

題

が
起

る
。

　

　

所
得

に
就

て
は
、
大
膿

、
所
得
税

に
於

け
る
所
得

の
計

算
方
法

に
依

っ
て

み
る
が

、
只
敷
黙

に
就

て
異

っ
て

み
る
所

が

あ
る
。

大
正
十

一
年
五
月

の
細

則
改

正
は
更

に
之

を
甚

し
く
し
た

(細
則
第
四
條
乃
至
第
八
墜

。
其
許
な

る

こ
ε
は
、

後
段

に
於

て
論
ず

る
積

り

で
あ
る
。

　

　

　

コ

住
家
坪
鍬

に
就
て
は
、
其
計
算
方
法
は
府
縣
の
賦
課
規
則
の
定
む
る
所

に
依

っ
て
み
る
。
只
新
規
則
は
二
三
の
黙

に
就
て
其
準
則
を
定

め
て
み
る
、
即
ち
其

一
は
、
住
家
が
二
人
以
上
の
納
税
義
務
者

の
使
用
す
る
こ
ε

＼
な

っ
て

み
る
場
合
に
於
て
は
、
各
使
用
者

に
專
屡
す
る
部
分
の
住
家
坪
数
を
計
算
し
、
又
住
家
若
は
其

一
部
分
が
共
同
の

使
用
ξ
な

っ
て
み
る
場
合
に
於
て
は
、
其
住
家
坪
撒
を
干
介
す
る
の
で
め
り
、
其
二
は
、
住
家
に
附
属
建
物
め
る
場

合
は
之
を
住
家
坪
激
に
算
入
す

る
こ
ε
で
あ
り
、
其
三
は
、
住
家
に
等
差
を
設
け
る
こ
ε
が
出
家

る
ざ

い
ふ
こ
ε

で
あ
る
。
其
等
差
は
建
勅
の
構
造
、
用
途
及
敷
地
の
地
位
に
依

っ
て
之
を
定
め
る
の
で
あ
る
(規
則
第
八
條
、
第
九
條
∀
。

　

の

の

コ

資
産

の
甑

呪

に
就
て
は
、
何
等
計
算

方
法
を

示
L
て

み
な

い
、
立
法
者

は
之
を
見
立

割

ε
解
し

て
み

る
の
で
め

る
。

時

論

戸
数
割
た
論
ヂ

第
十
五
巻

(第
二
.競

一
〇
三
)
,
二
五
三

1)262-z71頁

ド

■



」

時

論

戸
戴
割
た
論
ず
.

第
十
五
巻

(第
二
號

一
〇
四
)

二
五
四

ラ

　
　
　
　
コ

5

二
重
税

回
避

に
關
す

る
規
定

(
戸

数
割
ぽ
納
税
義
務

者
の
住
す

る
地

に
於

て
課

す

る

の
が
原

則

で
あ

る
、
故

に
納

税
義
務
者

の
住

め
る
府

縣
叉

は

市

町
村

以
外

の
地

に
於
け

る
所
得

も
其

住
所
地

た
る
府

縣
叉
は
市
町
村

に
於
け

る
所
得

ご
看
做

し

て
算

定
す

べ
き

で
あ

る

(規
則
第
七
條
二
項
三
項
)
。

そ
れ
で
納

税
義
務

者

の
住

め
る

市

町
村
長

は
其

以
外

の
地

に
於

け
る
納

税
義

務

者

の
得

べ
き
所

得
を
知

る
の
必
要

が
生
す

る
、

そ
こ

で
新

規
則
は

市
町
村
長
戸
其
市
町
村
佳
民
二
非
ザ
ル
者
ノ
當
該
市
町
村
内
二
於
テ
生
ズ
ル
其
年
度
分
所
得
チ
毎
年
五
月
末
日
池
二
葉
佳
所
地
市
町
村
長
二
通
報
ス

ベ
シ
(規
則
第
十
三
條
)

ピ
定

め

て
み
る
。
.
.

.

.

所

で
、
同

一
の
納
税
義
務
者

が
敬
府

縣
若
は
敷
市
町

村

に

一
戸

を
構

へ
る

こ
ご
が
無

い
で
は
無

い
。

さ
う

い
ふ
場

合

に
於

て
は

、
敷
府

縣
若
は
数
市
町
村

が
戸
数
割
を

課
す

る

こ
ε
に
な

る
。

之

に
右

の
原
則
を
適

用
す

る
ε
、
二

重
視

が
起

っ
て
来

る
。

そ
こ
で
新

規
則
は
之
を
避
け

ん

ε
し

て
、
此

の
如

き
場

合

に
於

て
は

、
各
其
府

縣
若

は
其

,市

町
村

に
於
け

る
所

得
を
以

て
其

納

税
義
務
者

の
資

力
算
定

の
標
準
た

る
所
得

ε
し
、
其
所
得

が

分
別
し
難

き
も

の
で
あ

る
ε
き
は
關
係
府
縣
若

は
市
町

村

に
李

分
す

る
こ
ε

＼
定

め
て
み

る
(規
則
第
七
條

一項
三
項
)。

ラ

コ
　
　
　

も
　
り
　

⑤
戸
数

割
賦
課

の
制
限

に
關
す

る
規

定

一

戸

敷
割

は
年

々
増
加

し
て
已

ま
ざ

る
の
勢
を
示

し
で

る
る
。

そ
こ
で
新

規
則

は
之
が
制
限

牽
を
定

め
之
を
超

え
て

、

9



ド

賦

課

せ

ん

ε
す

る

窪

き

は

内

務

大

臣

及

大

賊

大

臣

の

許

可

を

受

く

べ
き

こ

ご

、
し

て

み

る

規

則
第

+
三
傑

}。

其

制

限

牽

は

左

の

如

し

。

一
、
戸
塀
吊馴
…納
…額
ノ
當
該
飴年
度
[
二
於

ニ
ク
府
縣
碓
W豫
仰算
姻
㎜獅
潤
ノ
百
分
ノ
三
十
テ
翻
…
ユ
ル
ト
キ
。

「
二
、
戸
数
割
附
加
税
総
額
が
市
匠
一
一
在
リ
テ

ハ
、
営
該
年
度

二
於

ケ
ル
市
匠
税
豫
算
納
額

ノ
百
分
ノ
五
十
、
町
村

一一
在
リ
テ

ハ
嘗
該
年
度

二
於

ケ
ル

町
村
税
豫
算
総
額

ノ
百
分
ノ
八
r
チ
超

ユ
ル
ト
キ
。

む

む

以
上
は
府
縣
戸
激
割
規
則
#
に
其
細
則
の
主
要
な
る
黙
を
摘
記
し
た
る
に
止
ま
る
が
藪
に
注
意
す

べ
き
は
賦
課

ハ
ヒ

む

　

む
　

　

む

　

　

つ

む

　

の

　

り

　
　

む

　

む

む

　

　

む

　

　

　

#
に
徴
股
の
手
績

に
閲
し
て
規
定
を
設
け
て
み
な

い
こ
ご
で
あ
る
。

こ
は
府
縣
若
は
市
町
村
の
賦
課
規
則
に
護

る

積
b
で
あ
ら
う
。
.

'

此
等
の
規
定
の
中
に
就

い
て
見

る
に
配
賦
標
準
、
二
重
視
回
避
、
賦
課
制
限
は
論
ず

べ
き
程

の
こ
ε
も
な
け
れ

ば
、
余
は
藪
に
圭
ε
し
て
租
税
主
膿
、
租
税
客
騰
、
課
視
標
準
に
閲
し
て
研
究
し
て
見

π
い
ε
思
ふ
。

第
'二

戸
勲
割

の
本
質

毛
其

租
税
　土
盟
井

に
.客
艦

・

戸
敷
割
は
其
初
め
戸
敷
に
割
り
嘗
て
る
亡
.い
ふ
よ
り
起

っ
て
來
た
も
の
ら
し

い
。
明
治
十
三
年
地
方
税
規
則
備

考
は
既
に
戸
敷
割
に
公
権
的
解
繹
を
下
し

「
戸
藪
割
は

一
戸
を
構

ふ
る
者

に
課
し
同
居

ξ
否
ご
を
問
は
ず
。

一
戸

を
構

ふ
る
者
は
貧
富
に
慮
じ
て
差
等
を
立

つ
ち
も
苦

し
か
ら
す
」
ε
い
っ
て
み
る
。
こ
れ
で
見
れ
ば

其
租
税
圭

膿
が

「
戸
を
構

へ
る
者
で
あ
る
こ
ε
は
明
で
あ
る
。
所
で
其
賦
課
す

る
に
當

っ
て
、
貧
富
に
慮
じ
差
等
を
立

つ
る

時

論

戸
数
割
怨
論
ず

第
十
五
巻

(第
二
號

一
〇
五
)

二
五
五



・

時

論
.

戸
鍛
割
た
論
ず

第
十
五
巻

(第
二
號

一〇
六
)

二
五
六

も
苦

し

か
ら
す

ご

い
ふ
の
で
あ

る
か
ら

、
貧

富
に
慮

じ

て
差
等
を
立

て
な

い
が
原

則
の
様

に
も
聞

こ
ゆ
右
、
少

く

ご
も

差
等
を

立
て
な

い
こ
ご

が
許

さ
れ
ね
ば
な
ら

の
。

一
戸

を
摺

ふ
る
者

に
課

し
、
而

も
貧
富

に
慮

じ
て
差
等

を

立
て
な

い
`
き
は
、
戸
敷

割
は
各
戸

に
同

額
を

割
b
嘗

て
る
租

税

こ
な

る
の
で
あ

る
、
人
頭
枕

の
原

則
を
移

し
て

戸

に
適
用
す

る
も

の
ぜ
謂
は

ね
ば
な

ら

函
。
併

し
乍

ら

實
際
耽

會

に
於

て
貧

富
の
懸
隔

あ

る
に
狗
ら
ず

、
音
戸

に

孚

等

の
租

税
を
割
b
當

つ
る
は
、
正
義

の
.許

さ

ゴ
る
所

で
あ

る
。
そ

こ
で
戸
敏
割

は
實

際
上
貧
富

に
悉

じ

τ
差
等

ロ

ヤ

も

も

ロ

も

し

ゐ

も

セ

リ

い

の

も

ロ

も

つ

カ

ヘ

ヘ

へ

う

も

も

も

も

や

を
立

て
る

こ
ε

、
な
ら
ざ

る
を
得
な

い
、吐

く

し
て
戸
敷

割

は
次
第

に
等
級
視

の
性

質
を
帯

び
て
来
た
の

で
あ

る
。

戸

藪
割

は
此

の
如
く

一
戸
を
溝

ふ

る
者

に
課
す

る
税

ご
い
ふ
こ
.ご
に
解

せ
ら

れ

て
み
た
。
戸
数

割
新

規
則
も
亦

…從
來

の
観
念

を
借
り
來

っ
て
、
戸
敷

割
は

一
戸
を
構

ふ

る
者

に
之
を
賦
課
す

ε
規

定
し

て
み
る
の
で
あ

ε
。
所

が

其

一
戸

ε

い
ふ
は
何
を
指

す

か
ご

い
ふ
に
至

っ
て
は
種

々
の
解
糧

が
起

る

の
で
あ

る
。

一
戸

ε

い
へ
ば
戸
籍

法
の

戸

を
意
味

す

る
も

の
ε
解
せ
ら

れ
な

い
で
は
無

い
。
然

る

に
戸
籍

法
上

で

一
戸

蓬
認

め
ら

れ
る
も
の
も
、
實
際

に

於

て
は
他

の
戸

ε
共

同

の
生

計
を
管

み
、
毫

も
脛
濟
上

凋
立

の
存
在

を
認

め
ら
れ

な

い
も

の
が
あ

る
、
又
戸
籍

法
.

上

で

一
戸

蓬
認

め
ら
れ

る
も

の

に
て
も
、
家
族

が
戸
主

ご
離

れ

て
別

に
凋

立
の
生

計
を
管

む
も

の
も

あ
る
。
故

に

法
律

上

の
戸

己
経
済

上

の
戸

ε
は
互

に
交
叉
す

る
も

の

で

一
.致
す

る
も

の
で
無

い
。
而

し
て

一
戸

を
構

へ
る
亡

い

r
ふ
の
は
、

法
律

上

の
戸

を
意
味
す

る

に
あ
ら
す

し
て
、

脛
滑

止

の
戸

を
意
味
す

る
も

の
ざ
解

せ
ね
ば
な
ら

鳳
。

一
月

置
は
、
経
済
上

の
戸

で
あ
る

ざ
せ
ば
、

同

じ
屋

根

の
下

に
住

ま

ふ
多
敷

の
人
を
総

補
す

る
も

の
ε
解
せ
ら

1)拙 稿 、我国 の地方税 為論で(本 誌第十三巻372頁)
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」

れ
る
様
で
あ
る
が
、

一
戸
を
構

へ
る
ε
い
ふ
こ
ピ

、

一
家
屋
に
住
す
る
窪
い
ふ
こ
ξ

、
は
同
じ
で
な
い
。
同
じ
家

屋
に
住
し
て
も
、
各

々
其
家
屋
の

「
部
分
を
専
用
し
て
み
る
ご
き
ほ
、
各

一
戸
を
構

へ
て
る
る
ε
い
ふ
べ
き
で
あ

る
。
叉
全
然
同

一
家
屋
に
同
居
し
て
も
荷
別
個
の
生
計
を
管
み
て
み
る
も
の
が
あ
る
、
此
別
個
の
生
計
を
警
む
者

は
、
経
済
上
に
於
て
猫
立
存
在
を
保

つ
単
位
で
あ
る
ε
い
は
ね
ば
な
ら
澱
。
併
し
乍
ら

一
戸
を
構

ふ
る
者
ε
い
ふ

中

に
此
等
の
経
濟
軍
位
を
包
括
す
る
は
、
少
く
ご
も
疑
義
を
生
す

る
の
虞
が
あ
る
。

新
規
則
は
此
疑
義
を

一
掃
す
る
が
爲
め
に

一
戸
を
講

へ
な
い
で
凋
立
の
生
計
を
警
む
者
に
も
之
を
賦
課
す
ε
定

め
て
み
る
。
猫
立
の
生
計
を
管
む
ε
は
他
ご
離
れ
て
別
個
の
存
在
を
有
し
て
み
る
継
　濟
軍
位
を
云
ふ
、
俗

に
い
ふ

嚢
を
異

に
し
別
個
の
姻
を
立
て
、
み
る
者
で
あ
る
。
故
に
地
方
の
府
縣
税
賦
課
規
則
の
中

に
は
饗
を
異
に
す
者

に

■

戸
敷
割
を
課
す
ご
定
め
た
る
も
の
も
あ

っ
た
。
新
規
則
は
之
を
猫
立
の
生
計
を
替
ぴ
者
ど
い
ふ
の
で
あ
る
。

以
上
論
ず
る
所
に
依
て
之
を
観

れ
ば
、
戸
数
割
新
規
則
に
於
け
る
租
税
主
艦
は

一
戸
を
構
ふ
る
者
#

に

一
戸
を

構

へ
す
し
て
而
も
濁
立
の
生
計
を
警
む
者
で
あ
る
ε
い
ふ
こ
ε
が
出
來
る
。
さ
う
す

る
ず
二

戸
を
構
ふ
る
者
.の
中

に
は
蜀
立
の
生
計
を
棲
ま
ざ

る
者
も
あ
る
様
に
聞
こ
ゆ
る
、
併
し
そ
れ
は
さ
う
で
無

い
。
荷
く
も

一
戸
を
機
…
へ
る

　

ヤ

も

も

へ

い

ゆ

も

や

　

ヤ

も

も

以
上
は
濁
立
の
生
計
を
警
む
者
で
あ
る
ξ
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
果
し
て
然
ら
ば
、
戸
撒
割
は
凋
立
の
生
計
を
警
む

、

、

、

、

、

、

、

、

亀

、

・

、

、

・
、

、

辱

、

、

、

、

、

、

h

覧

、

、

、

、

、
.

、

、

、

、

、

●

、

、

、

、

、

、

、
.

者

に
課
す
る
視
で
あ
る
ど
謂

っ
て
も
可

い
。
此
く
し
て
戸
毎

に
課
せ
ん
ε
し
た
る
戸
敷
割
は
稠
立
生
計
者
に
課
す

リ

コ

る

も

し

う

マ

も

セ

も

も

ヘ

カ

る
の
視

ご
な

っ
て
來

た
の
で
あ
る
。
最
早
戸
敷

割
ε

い
ふ
戸
数

の
字
義

に
拘
泥
す

る

こ
`
が
出

來
な

い

の

で

あ

時

論

戸
数
制
な
論
ず

第
卜
五
巻

(第
二
號

】
〇
七
)
.
二
五
七

9



時

論

月
蝕
制
海
論
ず

第
十
五
巻

(第
二
號

一
〇
入
)

二
五
入

る
。
比
熱

に
於
て
新

規
則

は
戸
敷

割
立
法
史

上

の

一
獲

展
期
を
示
す

も

の
ざ
な
る

の
で
・あ

る
。

r

ヒ

　

む

ひ

む

戸
敷
割
は
凋
立
の
生
計
を
螢
む
者
に
税
す

ご
す
れ
ば
、
其
租
税
客
盤
は
戸

で
も
な
く
、
家
で
も
な
く
、
濁
立
の

生
計
を
警
む
こ
ε
そ
れ
自
艦

で
な
け
れ
ば
な
ら
戯
。
価脚
立
の
生
計
を
壁
む
ご
い
ふ
こ
ε
は
、
主
ピ
し
て
消
費

の
方

面
よ
り
親
π
る
観
念
で
あ
る
け
れ
こ
も
亦
同
塒

に
収
入
の
基
礎
を
合
せ
考

へ
陀

も
の
で
あ
み
。
從
て
濁
立
の
生
計

を
管
む
者
ε
い
へ
ば
消
費
を
共
に
し
牧
入
を
共

に
す
る
経
済
軍
位
を
指
す

こ
`
に
蹄
着
す
.る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

ヤ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

へ

あ

ヨ

ヘ

セ

ヘ

へ

ち

も

あ

へ

し

ヘ

へ

も

や

ロ

も

も

も

も

へ

ぬ

も

め

あ

へ

も

め

へ

ら

も

ヘ

セ

も

戸
数
割
は
消
費
ε
吸
入
巴
の
而
方
面
を
総
括
し
そ
れ
を
租
税
客
禮
ε
し
て
枕
す

る
も
の
で
あ
る
ε

い
ふ
こ
ご
が
出

へ

あ

　

む

来

る
。
新

規
則
は

之
を
資

力

こ

い
ふ
語

を
以

て
吉
ひ

表

は

さ
ん
ご
し
て
み

る
。
資

力

ε
い
ふ
語
は
資
産

の
力

ご
も

む

讀

ま
れ
、
圭

ビ
し
て
牧
人
方
面
を

い
ひ
表
は
す

も

の

ざ
も
見
ら

れ
な

い
で
は
無

い
が

、
浦
費

も
亦
資

力
あ

る

に
依

ヤ

も

っ
て
初

て
實

現

せ
ら

れ
る
も

の
で
あ
る

か
ら

、
資

力

ぜ

い
ふ
語
は
消
費

嬉
没
交
渉

ビ
見

る

こ
蓬
が
出

来

漁
。

要
之

へ

　

ヘ

へ

も

あ

ヘ

ヵ

や

し

も

ね

や

も

し

リ

ロ

う

へ

も

ヘ

カ

も

ね

も

へ

も

も

ゐ

ミ

ヤ

セ

も

ヤ

も

も

も

も

も

や

ヤ

リ

新
規
則
に
依
る
ε
、
戸
敷
割
は
獅
立
の
生
計
を
警
む
者
の
資
力
に
慮
じ
て
課
す

る
税
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ε
、
な
る

其
れ
は
少
く
ε
も
法
規
の
上
で
戸
敷
割
の
本
質
を
明
に
し
た
る
も
の
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ

。
比
熱
に
於
て
新
規
則

は
批
難
す
る
の
餓
地
が
盛
…
い
の
で
あ
る
。

第
四
.
戸
数
割
の
課
税
標
準

戸
敷
割
の
課
税
標
準
は
原
則
ε
.し
て
所
得
ぜ
住
家
坪
敷
で
あ
り
、
例
外
ご
し
て
資
産

の
状
況
で
あ
る
こ
ご
は
前

.



の

に
述

べ
だ
通
り
で
あ
る
。
余
は
弦
に
此
三
標
}準
そ
れ
自
騰

の
當
を
得
て
み
る
か
否
か
を
考
　
へ
、
更

に
配
合
の
比
率

が
當
を
得
て
み
る
か
否
か
を
吟
味
し
、
最
後

に
此
標
準
の
中
.心
ご
な
る
べ
き
期
待
の
算
定
ε
所
得
税
ε
の
關
係

に

就
て
論
じ
て
見
た

い
。

一
、
芭
課
税
標
準
の
是
非
.

従
来
の
戸
敷
割
は

一
定

の
課
税
標
準
が
無

か
つ
だ

か
ら
、
各
府
縣
各
市
町
村
が
銘
々
勝
手
に
之
を
定

め
、
兵
種

副

む

む

む

類
は
概
略
四
+
二
種

に
上
ぼ

っ
て
み
た
、
其
中
で
も
見
立
割
が
最
も
多
く
之
に
依

っ
た
市
町
村

の
敷
は
四
千
七
百

額

η

巻巨

四
に
達
し
て
み
る
..
然

る
に
見
立
割
は
市
町
村
會
議
員
の
考
で
各
納
税
義
務
者

の
間
に
等
差
を
立
.て
一
そ
れ
に
依

綿

っ
て
課
税
す

る
こ
ξ
に
な

る
、
而
し
て
其
等
差
を
定
む
る
に
確
的
の
標
準
が
無

い
か
ら
、・
其
局

に
當
る
者
の
其
時

.

休

々
々
の
出
來

一6
に
依

っ
て
定
ま
る
こ
ご
に
な
ら
う
。
市
町
村
會

は
民
本
主
義

の
産
児
に
外
な
ら

澱
が
、
其
市
町
村
.

齢

會
の
最

割
羨

箏

・
量

つ
・
墜

専
制
時
代
の
君
主
籍

の
專
欝

態
度
藻

っ
て
ゐ
・
も
の
詣

っ
て

編

・
・
.
足
れ
最

制
憲

聾

し
て
批
難
・
・
れ
・
質

・
　

。
新
規
則
が
之
曇

、
・
・
晋

下

課
篠

鎚

準
を
統

一
的

量

定

せ
ん
乞

た
る

の
は
、
實

に
近
來
の
英
暫

し
て
之
を
慶
賀
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
併
し
乍
ら

飾方

其
三

珠
視
標

準
,に
就

て
別

々

に
吟
味
す

れ
ば
多

少

の
批
難
を
な

す
醗
地

な

い
で
も
無

い
。

地轍

余

は
之
を
批
評
守

る
に
先

っ
て
余

の
見

る
所

を

=
旨
し
て
撞

く
。

一、禮

戸
数
割

の
課

税
標
準

は
此
税

の
本
質

に
.

拙

適

ふ
も

の
で
な
け

れ
ば
な

ら

諏
。
所

で
前
述

べ
た
通

b
戸
撒
割

は
凋

立

の
生

計
に
税
す

る
も

の
で
あ

る
。
.凋

立

の

b

時

論

戸
鍛
割
奄
論
ヂ

、

第
十
五
巻

(第
二
號

…
Q
九
)

二
五
九

ワ

、



、

9

時

論
.

戸
数
割
存
論
ず

第
十
五
巻

(
第
二
號

「
「
O
)
　

二
六
〇

あ

う

リ

マ

ヤ

も

し

　

も

も

も

も

し

生
斎
は
経
済
単
位
の
油
費

ε
牧
人
ご
の
両
方
面
を
総
括
し
た
る
も
の
で
あ
る
、
果
し
て
然
ら
ば
戸
敷
割
の
課
税
標

ロ

も

リ

ヤ

も

マ

コ

ら

ヵ

へ

し

も

ロ

ア

リ

ヤ

も

ゆ

し

も

う

つ

し

も

も

コ

ヒ

し

う

し

し

コ

リ

ロ

し

サ

ヤ

ゆ

も

り

ゐ

も

{準
は
之
を
牧
人
の
方
面
ご
消
費

の
方
面

蓬
に
求
む

べ
き
で
あ
る
。
牧
入
の
方
面
は
、
所
得
を
捕

へ
る
の
が

一
番
當

D

、

、

、

、

、

、

、

も

・

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

」

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

を
得
て
み
る
、
.消
費
の
方
面
は

　
般
の
生
計
費
を
捕

ヘ
ヌ
は
生
活
状
態
を
捕

へ
れ
ば
宜
し
い
。
併
し
消
費
は
或
る

程
度
に
至
れ
ば
左
程
異
ら
な
い
様
に
な

る
が
、
所
得
は
際
隈
な
く
多
《
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。
從
て

凋
立
生
計
者
の
資
力
は
、
所
得
の
.方
面
に
重
き
を
置

い
て
之
を
親
ね
ば
な
ら

阻
。
斯
く
し
て
戸
敷
割
の
課
椀
標
準

　

ヤ

カ

も

カ

ぬ

い

む

　

も

ヨ

ね

コ

ヵ

ヵ

カ

も

う

も

　

サ

も

ら

う

　

も

マ

ね

も

も

は
自
然

ε
定
ま
っ
て
來

べ
き
で
、
所
得
を
中
心
ε
し
生
計
費
若
は
生
活
状
態
を
以
て
輔
は
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ

臨

一
●
、・

今
戸
数
割
新

規
則
を
見

る
に
、
課

視
標
.準
は
所
得

ε
住
家
坪
撒

ε
資
産

状
況

の
三

で
あ

る
。

1
所
得

を
課

視
標

り

　
　
の

　

準

ご
す

る
は
最
も
理
論

に
適

っ
て
み
る
。
2
住

家
犀

撒
を
裸

視
標

準

ピ
す

る
は
不
十

分
で

あ
る
ε
詐

守

る
よ
り
砕

く

な
㌦

勿
論
住
家
は
饗

の

男

面
を
表
現
し
て
み
る
か
ら
・
全
然
誤

っ
て
ゐ
を

い
ふ
こ
嘉

出
番

・既

に
住

家
に
依

っ
て
消
費
方
面
を
捕

へ
ん
ε
す
る
な
ら
ば
、
住
家
以
外
の
消
費
を
捕
ふ
る
の
必
要
が
あ
ら
う
。
叉
之
を
住

家
に
就

て
い
ふ
も
其
坪
数

に
因

っ
て
資
力
を
算
定
せ
ん
ご
す
る
は
、
其
當
を
得
て
み
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
坪
数
は
同

じ
で
あ

っ
て
も
其
家
屋
の
構
造
用
途
地
位
等
に
依

っ
て
使
用
者
の
資
力

が
大
に
異

っ
て
み
る
こ
ε
を
反
讃
す
る
か

ら
で
あ
る
。
尤
も
新
規
則
も
建
物
の
構
造
、用
途
及
敷
地
の
地
位
に
依
り
等
差
を
設
く
る
こ
ε
を
得

(第
九
條
第
二
項
)

ε
定

め
て
み
る
か
ら
、
此
規
定
に
依

っ
て
住
家
に
等
差
を
設
け
る
こ
ε
に
な
れ
ば
湘
住
家
に
依
る
資
力
算
定
は
必

'

㌔

1)拙 稿 、地 方 税 制 度 の整 理 心論 ヂ(本 誌 第1・三 巻742づ44頁)

2)同 上742頁.



,

ラ

　
　

す

し
も
批
難
す

る
こ
ビ
が
出

来

訟
。

3
資

産
を
課
税
標

準

ε
す

る
に
至

っ
て
は
俄

に
賛
す

る
こ
ε
が
出
乗

組
。
立

'
、

注
者
は
資
産
の
状
況
を
斟
酌
す
る
ざ

い
ふ
こ
ε
を

以
て
、

見
立
割
ε
解
し
て
居
る
。

併
し
厳
格
に
い
へ
ば
、

資

産
の
歌
呪
ご
見
立
親
ご
は
厘
刑
す
る
こ
ビ
が
出
家
る
。
今
日
に
於
て
は
資
産

の
歌
呪
を
調
査
す

る
こ
ざ
は
容
易
で

無

い
、
散

に
終
に
見
立
割
ε
な

っ
て
仕
舞

ふ
の
で
あ
ら
う
。
併
し
財
産
税
が
成
b
立

つ
の
曉
に
は
、
資
産

の
状
況

は
之
に
依

っ
て
明
に
す

る
こ
ε
が
出
來
る
か
ら
、
此
標
準
は
其
時

々
々
の
當
局
者

の
出
来

一6
に
依

っ
て
定
ま
る
ε
・

　
コ

い
へ
臆
、
そ
こ
に
的
.確
な
課
税
標
準
が
出
て
來
る
に
相
違
な

い
。
所

で
立
法
者
が
資
産
の
歌
呪
を
見
立
割
ξ
解
す

る
か
ら
に
は
之
を
見
立
割
こ
し
て
考

へ
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
見
立
割
は
前
に
述

バ.
だ
通
り
最
も
當
を
得
な

い
も
の

で
あ
る
。
新
規
則
が
荷
之
を
採
用
し
て
み
る
の
は
、
頗

る
不
徹
底
ε
い
は
ね
ば
な
ぢ
漁
。
併
し
乍
ち
他
の
方
面

よ

b
之
を
見
れ
ば
新
規
則
は
見
立
割
を
例
外
的
に
許
し
、
原
則

ξ
し
て
は
之
に
依
る

べ
き
も
の
で
無

い
こ
ε
を
明
に

し
て
み
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
此
見
立
割
は
過
渡
的
時
代
の
規
定
ε
し
て
許
さ
ね
ば
な
ら
澱
。
此
の
如
一
見
來
れ

ば
.、
新
規
則
の
見
立
割
を
飴
り
渦
酷

に
攻
撃
す
る
こ
ご
が
出
水
組
。
.

二
、
一昌
課
税
標
峯
の
配
合
比
恋
〒

戸
敷
割
の
課
枕
標
準
こ
し
て
所
得
、
住
家
坪
敷
の
二
者
を
配
合
す

る
ε
き
は
、
所
得
九
割
、
住
家
埣
敷

一
割
の

割
合
で
あ
る
が
、
此

二
者
の
み
に
依

る
を
適
當
ピ
せ
す
、
見
立
割
を
加
ふ
る
己
き
は
,
所
得
が
七
割
、
住
家
坪
敏

が

】
割
、
見
立
割
が
二
割
の
比
で
め
る
コ

'

時

脇

戸
教
割
な
論
ず

第
十
五
雀
.
(第
二
號

一
一
こ

二
六
一

1)拙 稿、地方税制度の整 理な輪 中(本 誌第十三6738-74,頁)

●

■



n

・

時
.
論

戸
数
割
寿
論
.ず

十
五
巻
第
二
號
.
(
第
自
=
こ

二
六
二

是
れ
は
初
め
戸
敷
割
規
則
の
定
め
た
比
で
あ

っ
た
、
其
所
得

に
最
為
重
き
を
置

い
て
み
る
の
楓
、
理
論
に
適

っ

て
.ゐ
6
。
見
立
割
を
過
渡
的
時
代
に
於
て
認
め
ね
ば
な
ら
鍛
ε
す
れ
ば
、
二
割
位
の
所

に
止

め
て
置
く
の
が
當
を

得
て
み
る
。
然
る
に
市
町
村
の
當
局
者
は
之
に
謝
し
て
非
常
な
る
反
封
運
動
を
起
し
、
終
に
政
府
を
し
て
、
更
に

勅
令
を
殿
し

「
特
別
の
事
情
あ
る
府
縣
じ
於
て
は
當
分
の
丙
、
戸
敷
割
総
額
の
十
分
四
以
内
に
於
て
見
立
割
を
行

　

り

　

ふ
こ
ご
が
出
凍

る
」

ご

い
ふ
ご
ε
を
定

め
し
む

る
に
至

っ
た
。

是
れ
が
所
謂
緩
和
策

な

る
も

の
で
あ

る
。
是

れ
は

理
論

よ
り

い

へ
ば
、
明

に
逆

行

で
め

る
。決

し

て
之

を
正

當
で
あ

る
ど
是
認
す

る
こ
ご
が
出
来

の
。
併

し
従
来
長

い

間
見
立
割

を
行

ひ
來

っ
て
軽

し
ま
な

か

っ
た
市
町
村
當

局
者

を
し

て
、
俄

に
理
想

に
向

て
躍
進

せ
し
む

る
こ
ε
は

難

き
を
求

む
る
も

の
で
あ
ら
う
。
只

藪

に
注
意
す

べ
き

は
、
見
立

割

は
四
割
迄

之
を
行

ひ
得

る

こ
ご

に
な

っ
た
け

.

れ
ヂ
、
も
、

そ
は
飽

く
迄

も

一
時

的

の
も
の
で
あ

る
こ

い
ふ

こ
ご
を
忘

れ
て
は
な
ら

澱
こ
で
で
偽

る
。
現

に
大

正
十

年
十

月
十

　
日

の
勅
令

に
依

る
府
縣
視
戸

敷
割
規
則

は
少

し
も
改

め
ら
れ

て

み
な

い
。
其
規
則

は
見

立
割
二

割
を

認

め
て
み
る
に
過

ぎ

楓
、
大
正

十

一
年

五
月

二
十

七

日
の
刺
令
は
「
當

分
の
内

]
の
こ
ε
を
規

定
し
た

の
で
あ

る
か
・

ら

、
.相
當

の
歳
月

を
経

れ
ば
、

屡

せ
ら

れ
ね
ば
な
ら

源
、
其

塵

せ
ら

れ
る
ご
き
は
、
前

の
勅
令

が
働

い
て
來

る

こ

ε
論
ず

る
迄
も
懸
揃
い
。

三
、
.戸

敷
割

の
課
税
標

準
批
る
所
得
と
所
得
税

戸
敷
割

の
課

税
標
準

ご
し
て
所
得

を
探

り

、
而

も
其

比
率

が
他

の
裸
視
標
準

よ
り
も

大
な

れ
ば
、
大
な

る
に
從

■



ふ
て
亀
戸
.敏
割

は
所

得
税

蓬
類
似

し
て
來

る
。
併
し

乍
ら
其
所
得

の
み
を
課

税
標
準

ε
せ
な

い
で
、
他

の
課
税
標

準

を
.加

ふ
る

が
矯

め

に
、
所

得
税

よ
り
も
異

っ
た
別

個

の
人
税

ε
な

お
の
で
.あ

る
。

.、此

の
如
く
戸
敷
割

は
所

得
税

ざ
異

つ
π
る
人

格
で

あ

る
ε
し
て
も

、
同
様

に
所
得
を
捕
捉
す

る

ご
す

れ
ば
、
其

計
算

方
法
等
も
自
然

に
相

同
じ
く
な

っ
て
來

る
。
現

に
戸
数

割
に
課
税
標
準
な

る
所

得

の
算
定
方

法
は
所

得
税

法

の
規
定
、を
其
儘

移
し
だ

る
跡

が
な

い
で
は
無

い
。
即

ち
左
の
如

し
。
.(細
則
第
三
條
)

.

一
、
田
文
ハ
畑
ノ
所
得

八前
三
年
間
毎
隼
ノ
縛
取
入
金
額
ヨ
リ
必
要
ノ
経
費
チ
整
除
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
平
均
二
佐
り
算
出
シ
タ
ル
牧
人
豫
卸
年
額
但
シ

前
三
年
以
来
引
続
キ
自
作
セ
ス
小
作
セ
ス
叉
ハ
小
作
二
付
セ
ナ
ル
田
文
ハ
畑
昌
在
リ
テ
ハ
近
傍
類
地
ノ
所
得
二
依
り
算
出
シ
タ
ル
敢
入
線
算
年
額

二
、
山
林
ノ
所
得

ハ
前
年
ノ
纏
収
入
金
額
ヨ
.り
必
要
ノ
縄
豊
艶
控
除
シ
タ
ル
金
額
.

・三
、
俸
給
給
牌
巌
壁
年
金
恩
給
返
隈
料
及
此
等
ノ
性
質
チ
有
ス
ル
飴
興
、
瞥
業
二
非
サ
ル
貸
金
匹
利
子
虹
公
債
龍
管
預
金
及
貯
金
力
利
子
バ
其
ノ
攻
・

入
豫
算
年
額

四
-
.賞
典
叉
ハ
賞
典
ノ
性
質
チ
有
ス
ル
給
興

ハ
前
年
叫
月
一
ロ
ヨ
恥
其
ノ
年
三
月
末
日

二
至
ル
期
間
ノ
牧
人
金
額
・.

五
、
法
人
ヨ
リ
受
ク
ル
利
益
蕃
ハ
利
息
ノ
配
雷
文
ハ
剰
鍛
金
ノ
分
配
ハ
前
年
四
月
一日
ヨ
リ
其
ノ
年
三
月
末
日
二
至
ル
期
間
ノ
牧
人
金
額
但
シ
無
記

名
式
・
株
式
チ
有
ス
ル
者
ノ
畏
〃
ル
配
當

非
同
期
間
内
二
於
テ
支
彿
≠
受
ケ
タ
ル
金
額
.

・

7

法
人
/
肚
員
其
/
退
社
二
因
リ
特
発
ノ
佛
戻
ト
▽
.テ
呉
グ
卿
金
額
力
漠
ノ
退
汕
嘗
時
二
於
ケ
ル
出
資
金
額
チ
超
過
ス
ル
ト
キ
ハ其
ノ
超
過
金
額
ハ

.

之
チ
其
ノ
法
人
ヨ
リ
受
〃
ル
利
益
ノ
配
當
予
見
倣
ス
株
式
ノ
潰
却
二
因
明
支
排
チ
畏
ク
ル
金
額
チ
其
ノ
株
式
ノ
郷
込
濟
金
額
チ
超
過
ス
ル
ート
キ
ハ

其
ノ
騒
過
金
績
亦
同
シ
.

.

.

.

.

、

大

前
沓
脱
以
外
ノ
所
得
ハ
網
取
入
金
額
司
り
必
要
ノ
縄
費
チ
建
除
シ
タ
ル
攻
入
豫
算
年
額
.

、
.
.
.

・

　
各

人

の
所
得

は
是
等

の
種

々
.の
所

得

を
綜
合

湿
て
之
を
定

め
る

の
で
あ

る
。
所

で
此
中

に
漢

て
所
得

税
法

に
依

糖

崩

タ
鶏

為
爺
マ

第
†
五
巻

(第
二
號

=
.一も

r二
さ
二

'

●



1

時

脇

戸
販
割
々
齢
す

第
十
五
巻

(第
二
號

一
一四
)

二
六
四

　

む

　

む

　

む

　

む

ロ

む

む

む

ゆ

る
所
得

の
算
定
ε
異

っ
て
み
る
も
の
が
二

つ
み
る
。
其

一
は
法
人
よ
り
受
(
る
利
盆
若
は
配
當
叉
は
剰
鯨
金
の
冴

む

む

ロ

配
額
に
關
す

る
も
の
で
、
所
得
税
に
於
て
は
、
其
四
割
を
控
除

し
、
戸
敷
割
に
於
て
は
全
然
控
除
せ
な

い
の
で
あ

　

む

む

む

ロ

ロ

　

　

　

む

む

む

　

　

る
。
其
二
は
公
債
肚
債
及
銀
行
定
期
預
金
の
利
子
に
閲
す

る
も
の
で
、
所
得
税
に
て
は
之
を
他

の
所
得
に
綜
合
せ

な
い
に
反
し
戸
数
割
に
於

て
は
之
を
綜
合
す

る
の
で
あ
る
。

ち
　

の

り

　

む

右
の
如
く
算
定
し
た
る
所
得
は
ま
だ
以
て
戸
数
割
の
課
税
標
準
ざ
す

る
こ
ご
が
出
來
の
.
そ
れ
よ
り
左
の
三
種

　

む

　

の
控
除
を
行

ふ
て
之
を
査
定
す
る
の
で
あ
る
。

=

鑓

窪

窪

か

田
畑
所
得
愛

盛

餐

他
ノ
所
得
蕊

姦

夫
・
牛

ミ

田
畑
所
得
・
動
労
所
餐

幕

棄

摯

及
集

所
得

尊

ノ
合
算
額

ヨ
リ
之

テ
差
引

キ
計
算

ス
(細
則
第
五
條
)

二
、
聾
禦
卵
律
⑳
姫
審

魁

前
述
ノ
算
定
方
法
二
佐
ッ
テ
算
出
シ
タ
ル
金
額
が
一
寓
二
千
圓
以
下
ナ
パ
ト
キ
ハ
其
ノ
所
得
中
俸
給
給
料
歳
費
年
金

・

恩
給
退
隠
料
賞
典
及
此
等
ノ
性
質
チ
有
ス
ル
給
興
二
付
テ
ハ
其
ノ
十
分
/
一
、
六
千
圓
以
下
ナ
ル
㍗
キ
ハ
同
十
分
ノ
二
一、
三
千
圓
以
下
ナ
ル
ト
キ

ハ
同
†
分
ノ
三
・
千
図
以
下
ナ
ル
ト
キ
ハ
同
十
分
ノ
四
二
相
當
ス
ル
金
額
チ
控
除
ス
(細
則
第
六
條
〉

此
控
除

査
定

に
於

て
も
所
得

税
法

に
依

る
控
除
査

定

ε
多
少
異

ヴ
て

る
る
.
即

ち
戸
数

制
の
此
控
除

査
定

に
於

て
は

、
所
得
額

が
三
千
圓
以
下

な
る

`
き
は
動

勢

所
得

の
十
分

の
三

、
千

圓
以
下
な

る
だ
き
は
、
同
十

分
の
四

を
控

除
す

る
こ
冠
に
な

っ
て
み
る
が
、
所
得

税
法

に
於

て
は
十

分

二
を
控
除
す

る
に
過

ぎ

阻
。

　

コ

　

　

　

　

　

　

コ

　

コ

　

　

　

　

三
、
扶
養
義
務
者
に
封
ず
ゐ
特
別
整
除
査
定

以
上
述

ヘ
タ
ル
方
法

二
依
り
算
出

γ
タ
ル
金
額

三
千
圓
以
下
ナ
ル
場
合

昌
於

テ
納
税
畿
務

者
及
之
ト
生
計

チ
共

ニ
ス
ル
同
居
者
中
年
度
開
始
ノ
日

二
於

テ
年
齢
+
四
歳
未
涌
若

八
六

+
歳

以
上

ノ
音
叉

ハ
不
具
痩
疾
者

ア
ル
ト
キ

ハ
納
税
義
務
者

ノ
申
請

二
依

り
莫

ノ
所
得

・
り
左

ノ
各
號

・
規
定

9



、

二
依

ル
金
額
チ
整
除

ス

っ

所
得
千
圓
以
下

ア
ル
ト
キ
、隼
齢
十
四
歳
未
漏
若

ハ
六
十
歳
以
上

ノ
音
叉

ハ
不
具
癈
疾
者

一
人

二
付

百

圓

以

内

N
.

ロ

所
得
二
千
圓
以
下
ナ

ル
ト
キ

同

一
人

二
付

七
十
圓
以
内

蝋

所
得
三
千
圓
以
下
ナ
ル
ト
キ
.
同
.

天

符

五
+
圓
以
丙
.

(

前

頒
ノ
不
具
癈
疾

b

ハ
心
神
喪
失
ノ
常
況

二
在

ル
者
、
聾
者

、
唖
者
、
盲
者
其
他
重
大
ナ

ル
傷
痕
チ
受

ケ
叉

ハ
不
治

ノ
疫
愚

二
罹
リ
常

二
介
護
チ

翫
具
ス
ル

兜
ノ
チ
謂

フ
(細
則
蜷
夘
五
條
)

む

む

む

む

む

む

嘔

吐
場
A
口
に
於
て
も
、
所
得
税
法
ε
異

っ
て
み
る
所
が
あ
る
。
其

一
は
扶
養
す

べ
き
幼
年
者

の
年
齢
に
關
す
る
も

の
で
あ
る
、
邸

ち
所
得
税
法

に
於
て
は
+
六
歳
未
満

ご
七
て
あ
る
の
に
、
戸
敷
割
細
則
に
於
て
は
+
四
歳
未
満

　
　

ご

り

　

ε
し
て
み
る
こ
ε
で
め
る
。
そ
の
二
は
控
除
額

に
附
す
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
控
除
額
は
其
初

め
に
於
て
は
所

得
税
法
の
規
定

ご
同
じ
で
あ

っ
た
が
、
反
封
論
が
大
に
起

る
に
及
ん
で
、
緩
祐
策

ε
し
て
各
號
に

っ
き
控
除
金

　

む

額

の
下

に
以
内

の
二
字
を
加

ふ
る
こ
ε
に
改
正
せ
ら
れ
た
。
即
ち
沓
市
町
村
に
於
て
其
控
除
額
を
減
す
る
こ
ε.

.
が
出
家

る
鐸
で
あ
る
。

む

む

む

　

む

　

む

　

　

ほ

む

り

既

得

の

中

で
戸

敷

割

の

課
.
税

標

準

た

る

べ

き

所

得

の
額

に

算

入

せ

な

い
も

の

が

あ

る

。

そ

れ

は

帥

ち

左

の

如

き

も

の

で

あ

る

。

(細
則
第
八
條
》

F

}
・
軍
人
從
車
中
/
俸
給
及
手
當

二

、
扶
助
料
及
傷
痍
疾
病
者

ノ
恩
結
文

ハ
返
隈
料

三
、
族
費

、
畢
資
金

、
法
定
扶
養
料
及
救
助
金

四

、
醤
利

ノ
事
業

三
編
セ
ザ

ル
」
時
ノ
所
得

喘
町

論

、
臼
グ麟
期酬
別
々
堕

ヅ

岨
夘
十
五
血
煙

(第

二
號

.一

.一
五
)

二
山ハ
丁五

9



降

臨
憾
阿
戸
敬
罰
を
馨

第
+
王
春
.
(第
二
號

=

さ
.

一
.三八六

五
・
日
本

/
国
籍

チ
有
セ
サ
ル
者

ノ
外
画

二
於

ケ
ル
資
産

・
瞥
業
叉

ハ
職
業

ヨ
リ
熊

ス
ル
所
得

六
、
乗
馬

チ
有

ス
ル
義
務
ア
ル
軍

人
力
政
府

ヨ
リ
受

〃
ル
馬
糧
繋
音
料
及
馬
匹
保
績
料

　

り

む

む

む

　

　

り

む

　

　

ゆ

つ

む

む

む

此
場
合

に
於
て
も
所
得
税
法
の
免
税
ご
異
お
所
が
あ
る
。
.其

一
は
郵
便
貯
金
、
産
業
組
合
貯
金
及
銀
行
貯
蓄
預

ロ

む

む

　

ヨ

金

の
利
子

に
聞
す

る
も
の
で
、
所
得
税
に
於
て
は
之
を
除
外
し
、
戸
撒
割

に
於
て
は
之
を
算
入
す
る
の
で
あ
る
。

む

む

む

ご

　

其
二
は
国
債

の
利
子
に
關
す

る
も
の
で
、
所
得
税
に
於

て
は
之
を
冤
枕
七
、
戸
敷
劉
に
於
て
は
之
を
算
入
す
る
の

で
あ
な
。
尤
も
其
初
め
の
細
則
に
於

て
は
、
國
債
利
子
は
算
人
せ
な

い
こ
ビ
に
な

っ
て
み
た
が
輿
論
の
反
射
に
遇

ふ
て
之
を
改
正
す

る
に
至

つ
π
の
で
あ
る
。

以
上
述

ぶ
る
所
に
依

っ
て
之
を
観

れ
ば
、
戸
数
割
の
課
税
標
準
た
る
所
得
の
算
定
方
法
ε
所
得
税
法
に
伐
る
所

得
の
算
定
方
響

は
、
毒

同
じ
で
あ
る
け
砦

も
、
多
少
相
異
す
・
所
も
を

の
で
あ
る
。
霜

携

張

る

黙
は
、
窮

一
に
法
人
よ
b
憂
く
る
配
賞
金

に
劃
す

る
控
除
の
有
無
で
あ
り
、
第
二
に
公
債
肚
債
及
銀
行
定
期
預
金

の
利
子
を
綜
合
す
る
ご
否

ε
で
あ
り
、
第
三
に
貯
蓄
預
金
の
利
子
.に
封
ず

る
免
除
の
有
無
で
あ
り
、
第
四

に
動
勢

所
得

に
謝
す
る
控
除
査
定
の
程
度
で
あ
り
、
第
五

に
扶
養
義
務
者

に
封
ず

る
控
除
査
定

の
條
件
井
℃
程
度
で
あ
り

第
六

に
國
債
利
子
に
野
す
る
免
除
の
有
無
で
あ
る
。
是
等
の
相
違
に
就
て
は
何
れ
が
是

か
何
れ
か
非

か
を
吟
味
し

て
見
ね
ば
な
ら
の
。



「

酵
讐

畢

事

繋

は
・
所
得
馨

於
て
は
共
産

常
時
の
事
情
に
依
っ
て

四
蟹

控
除
す
る
,・
ご

、
な

っ
て
み
る
。
其
理
由
は
、
斯
う
で
あ
る
。
株
主
は
銀
行
よ
り
金
を
借
り
て
株
式
を
買

っ
て
ゐ
.る
の
が
普
通
で

あ
る
か
ら
、
配
當
金
の

一
部
を
以
て
其
金
利
を
梯
は
ね
ば
な
ら
澱
、
然
る
に
そ
の
金
利
を
差
引

か
す

、
配
當
金
を

悉
も
所
得

ご
し
て
課

欲
す
る
は
酷
で
あ
る
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
成
程
所
謂
實
業
家
は
さ
う
い
ふ
こ
ε
を
遣

っ
て
ゐ
.

る
で
あ
ら
う
が
、
世

の
株
主
な
る
も
の
が
皆

さ
う
で
あ
る
ε
い
へ
阻
。・
金
を
借
り
な
い
で
、
.株
を
所
有
す

る
も
の

も
少
く
な

い
。
殊
に
田
舎
に
於
て
さ
う
で
め
る
。
是
等

の
人
に
射
し
て
.醍
當
金
の
四
割
を
控
除
す
る
は
決

し
て
當

を
得
た
も
の
で
な
い
。
借
金
を
な
す
も
の
は
株
主

に
限
ら
な
い
、
農
商
工
に
従
事
す
る
人
で
あ

っ
て
も
亦
多
く
借

金
す

る
に
相
違
な

い
、
其
借
金
の
利
子
は
其
所
得
を
得
る
爲
め
に
必
要
な
る
経
費
で
あ
る
こ
し
て
、
其
謹
明
あ
れ

は
之
を
差
引
く
べ
き
も

の
で
あ
ら
う
、
併
し
多
く
の
人
が
借
合
す

る
か
ら
`
い
っ
て
共
同

一
業
を
警
む
総

て
の
人

に
謝
し
控
除
を
な
さ
な

い
.の
で
あ
る
。
.果
し
て
然
ら
ば
、
所
得
税
に
於
け
る
株
式
配
當
の
控
除
査
定
は
釣
合
を
得

、

て
る
な

い
ε
評
す
.べ
き
で
あ

っ
て
、
戸
敷
割
規
則
施
行
細
則
の
方
が
優

て
る

る
ご
い
ふ
こ
.ε
が
出
来

る
。

'

　

り

　

む

　

む

む

　

ロ

む

　

む

ロ

ロ

ニ
、
公
債
砒
債
及
銀
行
定
期
預
金

の
利
子
に
就
て
は
、
所
得
税
法
は
之
を
第
二
種
所
得
税
ε
し
て
」
其
利
子
支

挑
の
際
に
之
を
徴
す

る
こ
ご
Σ
し
て
み
る
、
故
に
第
二
種
所
得
税
は
資
本
利
子
挽
の
性
質
を
帯
び
て
来
て
、
.綜
合
.

所
得
税
の
完
壁
を
傷
け
て
る
る
。
併
し
公
債
肚
債
及
び
銀
行
定
期
預
金
の
利
子
も
其
所
有
者
若
は
預
主
の
所
得
に

締
す
る
以
上
は
、
其
捨
視
力
を
珍
く
る
も
の
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
澱
。
戸
敷
割
規
則
施
行
細
則
が
之
に
鑑
み
.て
、
之

亀

時

論
.
.戸
数
割
怨
騙
す

・

第
十
五
巻
・
(第
二
號

一
.】モ
)

二
六
七
r

9



、

時

論

戸
数
割
な
論
ず

」

・

第
十
五
巻

〔第
二
號

=

八
)

二
六
入

.

を
も
他

の
所
得

に
鵜

合

し
て
み
る
の
は

、
理

論
上
頗

る
當
を
得

て

み
る
。
暴

れ
亦
戸
敷
割

の
規

定
が
所

得
税
法

の

規
定

よ
b
も
更

に
進

ん
で
み

る
所

で
あ

る
。
'

　

む

　

　

　

む

む

三
、
貯
蓄
預
金
の
利
子

に
就
て
は
、
所
得
税
法
は
、
之
を
免
税
し
て
み
る
。
其
理
由
は
、
.貯
蓄
預
金
を
保
護
.し

奨
顧

せ
ん
ご
す
る
の
に
在

る
。
然
る
薫
戸
敷
割
は
之
を
も
所
得

の
中
に
綜
合

し
て
み
る
。
之
を
純
理
よ
b

い
へ
ば

「貯
蓄
預
金
の
利
子
も
、
之
を
得

る
者

の
撚
視
力
を
形
く
る
こ
ε
に
な
る
か
ら
、
之
を
綜
合
し
て
敢
て
差
支
な

い
も

の
で
あ
る
。
只
貼
蓄
預
金
の
利
子

に
枕
し
て
貯
蓄

が
衰
ふ
る
様

の
時
代
に
於
て
は
.、
之
を
免
す

べ
き
で
あ
る
。
所

得
税
立
法
者

ピ
戸
敷
割
規
則
立
法
者
ご
は
、
屹
然
に
於
て
大
に
見
解
を
異
に
し
て
み
る
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
温
。
.

む

　

　

　

　

　

む

　

む

し

」四
、
.動
勢
所
得

の
控
除
査
定

に
就
て
は
、
小
所
得
額
に
謝
し
、
所
得
税
よ
り
も
戸
数
割
に
於
て
多
く
の
控
除
を

爲
す

こ
ε
に
な

っ
て
み
る
。
暴
れ
亦
戸
激
割
が
所
得
税
よ
り
も

[
歩
進

ん
で
み
る
所
で
め
る
。
霊
し
動
勢
所
得
が

小
な
れ
ば
小
な
る
ほ
こ
澹
税
力
は
愈
々
減
じ
て
行
く
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

む

　

　

ロ

む

　

ゆ

　

　

　

　

む

む

む

む

む

　

五
、
扶
養
義
務
者
に
劃
す

る
控
除

に
就
て
い
へ
ば
、
其
條
件
の

一
ε
し
て
幼
年
者
の
年
齢
が
所
得
槍
法
に
て
は

し

十
六
歳
未
満
ε
な

っ
て
み
る
の
に
、
戸
敷
割
の
方

に
は
、
十
四
歳
未
満
こ
な

っ
て
み
る
。
雨
注

の
不

一
致
は
.理
由

な
し
ε
い
ふ
批
難
が
あ
る
が
、
戸
数
割
の
立
法
者
は
戸
敷
割
の
主
ご
し
て
行
は
れ
て
る
る
田
舎
の
歌
態
を
見
、
農

業
者

の
子
弟

に
し
て
十
四
歳
以
上
に
達
す
れ
ば
、
却
て

一
家
の
生
計
を
助
け
る
も
の
に
な
り
、
決
し
て
之
を
煩
は

す
右
の
で
な

い
ぜ
見
た
の
で
あ
ら
う
。

9



む

む

む

ら

む

り

む

ロ

む

　

　

　

む

む

扶
養
す

べ
き
老
幼
者
及
不
具
癈
疾
者

の
存
す
る
場
合
に
如
何
な
る
程
度
に
於
て
控
除
す

る
か
に
就
て
は
、
戸
敷

割
規
則
施
行
細
則
は
前

に
も
述

べ
π
通
b
、
所
得
税
法
ε
同
じ
ぺ
、
千
圓
以
下
の
所
有
者

に
謝
し
被
扶
養
者

一
人

に
付
百
圓
、
武
千
圓
以
下
の
所
得
者
に
劃
し
同
じ
く
七
十
圓
、
三
千
圓
以
下
の
所
得
者
に
謝
し
同
じ
く
五
十
圓
を

控
除
す

る
こ
ピ
』
し
て
あ

っ
だ
が
、
之
に
反
射
す

る
者
は
、
此
規
定
の
爲
め
に
貧
乏
人
が
却
て
中
郵
階
級
の
人

よ

り
も
多
く
の
負
推
を
な
す
様
に
な
る
ご
論
ず
る
の
で
あ
る
。
若
し
そ
う

い
ふ
こ
だ
が
起

る
ε
せ
ば
、
所
謂
貧
乏
人
.

が
何
等
係
累
音
な
き
に
反
し
中
等
階
級
の
人
が
多
(
の
係
累
者
を
持

っ
て
る
乃
場
合
で
あ
ら
う
。
併

し
此
場
合

に

於
て
も
前
者
は
貧
乏
の
割
合
に
撫
税
力
が
あ
り
、
後
者
は
比
較
的
有
幅
で
あ
る
の
に
、
そ
の
割
合

に
捨
税
力
を
持
.

π
な

い
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
例
外
的
場
合
を
取

っ
て
漫
に
論
断
を
下
す
は
正
鵠
を
得
た
も
の
で
な
い
宅
謂
は
ね

ば
な
ら

沁
。

さ
う
は

い
ふ
も
の
ン
、
戸
藪
割
に
於
て
は
比
較
的
小
額
の
所
得
を
も
調

べ
る
の
で
あ
る
か
ら
被
扶
養

番
毎
に

一
定
額
の
所
得
を
控
除
す
る
こ
ε

、
し
て
置
く
ご
、
番
狂
は
せ
を
生
す
る
こ
ε
が
無

い
ε
謂

へ
な

い
。
戸

敷
割
規
則
施
行
細
則
が
比
熱
に
關

し
緩
穐
策
を
講
じ
た
の
は
、
之
を
批
難
す

べ
き
で
無

い
。

・

,

む

ロ

む

む

.

、
六
、
国
債
利
子
に
謝
し
て
は
、
所
得
税
は
之
を
免
税
し
て
み
る
。
是
れ
我
政
府

の
傅
統
的
政
策
で
あ
る
。
蓋
し

国
債
を
募
ら

ん
ε
す

る
政
府
に
於
て
は
、
起
債
條
件

ε
し
て
、
利
子
の
低

か
ら
ん
乙
ぎ
井
に
獲
行
儂
格
の
高
か
ら

ん
こ
ご
を
望
む
は
自
然
で
あ
る
。
然
る
に
国
債
の
利
子
に
税
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
利
廻
を
悪
く
し
国
債

の
相
場
を

低
落
す
る
こ
蓬
に
な
り
、
募
集
の
好
成
績
を
擧
げ
る
こ
ε
が
出
來
阻
。
足
れ
国
債
利
子
冤
除
論
の
起
る
所
以
で
.あ

時

蘭

戸
鼓
創
な
論
ず
.

.

第
+
五
巻

(第
二
號

=

九
)

二
六
九
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.

時
.
論

戸
数
割
な
論
ず

、、
第
†
五
巻
.
(第
二
號
.
一
.二〇
)

二
七
〇

「る
、
.然

れ
こ
も

こ
は
牧
盗

視
の

一
.ε
し

て
の
国
債
利
子

税
に
就

て
考

へ
淀

る
も
の
で
」
綜
合
所

得
税

に
嘗

て
嵌

め

る

べ
き
も

の
で
な

い
。
國
憤

の
利

子
は

之
を
得

る
者

よ
b
見

れ
ば

、
鮨

に
其
所

得
を
形
く

る
も

の
で
あ

り
、
從

っ

-て
其

人

の
櫓
税
力
を
増
す

も

の
で
あ

る
。
之
を
他

の
所

得

に
綜
合

し
て
税
す

れ
ば
、
其

人
の
眞

の
櫓
視
力

に
税
す

る
こ

ご
に
な

る
の
み
な
ら
す

、
其

視

の
幾
部

分
が
公
債

に
封
ず

る
税

で
あ

る
か
、
判

別
す

る
こ
ε
が
出

張
な
く
な

む

　

む

・る
。
」故
に
國
債
利
子
は
之
を
他

の
所
得

に
綜
合
せ
ね
ば
な
ら
諏
。
戸
藪
割
の
課
税
標
準
た
る
所
得
の
算
定
に
就
て

も
、
初

め
は
之
を
除
耕
す
る
こ
ε
に
な

っ
て
み
た
が
、
地
方
に
依

っ
て
は
、
地
主
が
田
地
を
資
て
国
債
を
屓
て
る

る
者
略
少
く
な

い
。
斯

る
地
方
に
於
て
、
国
債
の
利
子
を
所
得
ご
見
す
し
て
、
戸
敷
割
の
賦
課
を
な
さ
ん
か
、
」
是

等
の
地
主
は
戸
数
割
を
負
捲
す

行
こ
巴
極
て
少

い
こ
ε
に
な
ら
う
。
暴

れ
は
不
公
李
の
甚
し
き
も
の
で
あ
る
ゆ
國

債

利
子
の
控
除
に
謝
し
て
反
鋤
論
の
起

つ
た
の
は
偶
然
重
無

い
。
併
し
政
府
が
之
に
賛
成
し
、
.戸
数
割
規
則
施
行

細
則
を
改
正
す
る
に
至

っ
た
の
は
国
債
無
課
税
の
傳
統
的
政
策
を
樋

つ
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
っ
て
・、
長
逝
札
於
け

憾

一
大
英
断
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
粗
。
之
を
要
す

る
に
戸
敷
割
規
則
施
行
細
則
が
國
債

の
利
子
を
除
外
せ
な
い
で
駈

.

得

の
中
に
算
入
す
.る
こ
ε
＼
し
.て
る
る
の
は
、
所
得
税
法
よ
b
も
大
に
進
ん
で
み
る
ξ
評
す

る
こ
ε
が
出
家

る
。

ノ

、

戸
数
割
の
課
税
標
準
た
る
所
得
の
、算
定
方
法
ε
所
得
視
法
に
依
る
所
得
の
算
定
方
法

ε
を
比
較
す
れ
ば
、
大
膿
.

は
同
じ
で
あ
る
が
、
其
異
る
黙
に
就
て
見
れ
ば
、
却
て
戸
数
割
の
方
が
所
得
税
の
方
よ
り
も
理
論
に
適
ひ
、
.一
歩

■



曜

ロ

む

を
進
め
て
み
る
も
の
で
め
る
ε
い
ふ
こ
ε
が
出
來
る
。
而
し
て
又
之
を
鯖
果
よ
り
見
れ
ば
、
公
債
敢
債
銀
行
定
期

預
金
の
利
子
を
箕
久
し
、
国
債
井
に
購
書
預
金
の
利
子
を
も
除
外

せ
な

い
上
に
配
賞
金
に
謝
す
る
控
除
査
走
が
無

く
、
扶
養
義
務
者

に
謝
す

る
控
除
の
程
度
を
も
低
く
し
て
み
る
か
ら
.
同

「
の
人
に
就
て
い
ふ
も
、
戸
激
割
の
課

視
標
一準
π
る
所
得
が
所
得
税
法
に
依
る
所
得
よ
り
も
蓬
に
多
く
な

っ
て
來

べ
き
で
あ
る
。
加
之
所
得
税
法
は
八
百
.

圓
以
下
を
免
税
し
て
み
る
に
拘
ら
す
、
戸
敷
割
は
、
之
に
頓
着
な
く
極

め
て
小
な
る
所
得
を
も
課
税
標
準
ε
す
る

こ
ε
に
な
る
。
若
し
最
小
生
活
費
を
免
税
す
る
ピ
い
ふ
理
論
よ
り
之
を
見
れ
ば
西
戸
敷
割
が
余
り
に
小
額
の
所
得

を
あ
さ
る
の
は
、
理
論
上
大
な
る
疑
問
ε
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
述

べ
π
る
が
如
一
、
戸
数
割
の
課
税
標
準
た
る
所
得
の
算
定
に
關
す
る
規
定
は
理
論
上
大
に
進

ん
で
み
る

　

　

む

む

　

　

む

・ε
謂

へ
る
。
其
賦
課
徴
収

の
規
定
に
至

っ
て
は
府
縣
市
村
町
の
賦
課
規
則
に
護
て
る
る
が
、
併
し
そ
れ
は
決
し
て

容
易
な
も
の
で
な
か
ら
う
。
所
得
税
法
に
於
て
は
嚴
酷
な
る
賦
課
徴
牧
の
規
定
を
定

め
て
み
る
、
そ
れ
に
も
拘
ら

す
、
所
得
の
申
告

に
偏
り
が
あ
り
、
脱
税
を
行

ふ
も

の
が
少
く
な

い
。
戸
数
割
の
課
税
標
準
た
る
所
得
も
前
座
ロ
圭

義

に
依
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
が
、
如
何
に
し
て
申
告
を
強
制
し
て
行
く
か
、
余
は
比
熱
に
就
て
非
常
に
危
む
も
の
で
あ

る
、
勿
論
税
務
署

の
助
を
受
け
所
得
税
法
に
於
け
る
所
得
の
調
査
を
借
り
る
こ
ε
も
出
来
や
う
が
、
戸
数
割
の
所
…

得
調
査
が
所
得
税
の
既
得
調
査
よ
り
後
れ
て
よ

い
も
の
な
ら
ば
、
そ
れ
で
も
可

い
け
れ
こ
も
、
並
行
し
て
調
査
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
は
旨
く
行

く
ま

い
。
そ
の
上
に
、
戸
数
割
に
於
け
る
所
得
は
、
所
得
税
法
の
免
税
黙
以
下

塒

論

戸
数
割
寿
齢
マ

錆
十
五
巻

λ
第
二
號

一
.H=
)

二
七
一
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時

論

戸
数
.割
祉
論
ヂ

第
十
五
巻

(第
二
號

一
二
二
)

二
七
二

の
も
の
を
も
調
査
す

る
の
で
み
る

か
ら

「
層

面
倒

で

あ
る
。
旁

々
厳
酷

な
る
徴
税

規

定
を
要
す

る
こ
ε

、
思

ふ
。

戸
敷
割

規
則
が
比

熱

に
於

て
何
等

の
規

定
を

な
さ

ゴ
リ
し
は
.
其

規
則

が
能

く
行

は
れ

て
行

(
こ
ξ
を
保
護
す

乃

所

以

で
な

い
ε
思

ふ
。第

五

結

論

府
縣
戸
敷
割
規
則
井
に
其
施
行
細
則
が
成

っ
て
、
其
實
施
の
緒

に
就
く
や
、
.世
間
喧
し
く
其
非
を
鳴
ら
し
把
の

で
あ
る
が
、
併
し
能
く
之
を
吟
味

し
て
見
る
ε
、
其
規
則
#

に
細
則
は
相
當

に
根
檬
を
持

っ
て
る
る
も
の
で
あ
る
。

.

世

の
非
難
は
只
;

二
の
黙

に
閲
し
て
み
る
の
み
で
、
其
規
則
の
根
抵
に
ば
鰯
れ
て
る
な

い
。
固

よ
り
従
来
行
は
れ

て
る
π
戸
数
割
よ
り
見
れ
ば
、
急
激
に
攣

し
把
ε
見
て
然

る
べ
き
も
の
も
あ
ら
う
。
共
見
立
割

に
依

っ
て
ゐ
π
も

の
が
忽
ち
に
所
.得
中
心
の
課
税
標
準

に
依
る
様

に
な

る
が
如
き
は
、
即
ち
そ
の
著

し
き
も
の
で
あ
る
。
暫
ら
く
假

す

に
時
日
を
以
て
し
、
次
第
に
三
課
税
標
準
の
中
に
於
て
所
得
の
割
合
を
多
く
し
、
見
立
割
の
割
合
を
少
く
す

べ

き
で
あ

る
。
聞
く
が
如
く
ん
ば
、
財
政
経
済
調
査
會

に
於
て
立
て
把
る
戸
敷
割
改
正
案
も
、
所
得
を
中

一6
ε
す
る

戸
敬
割
を
作
り
上
げ
ん
ご
す
る
に
あ
る
ら
し
い
。
若
し
そ
れ
が
實
現
せ
ら
る
る
日
あ
b
ε
せ
ば
、
今
日
の
府
縣
税

戸
敷
割
新
規
則
は
其
準
備
を
な
す
も
の
己
見
る

べ
き
で
あ
ら
う
。
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